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収蔵資料「小さな和船模型」
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　資料委員会は、収集・保管・整理・公開・展示など日本常民文化研究所（常民研）が所蔵する資
料に関する事項を取扱い、毎月 1回定例の会議を開いている。
　常民研所蔵資料は、①古文書（古文書の原本およびマイクロフィルム複写）、②漁業漁村資料（筆写
稿本）、③常民研運営資料（財団引継資料・宇野脩平資料・河岡武春資料・民族学振興会資料）、④絵画
資料、⑤写真映像資料（アチック写真・横浜写真・映像）、⑥民俗資料（製作資料・収集資料）に大別
され、一部は「神奈川大学デジタルアーカイブ」、研究所Webサイトの「絵画資料デジタルコレク
ション」にも公開されている。
　以下、 1．収集、 2．保管・整理、 3．公開・展示について 2018年度の活動概況とその問題点
に触れておきたい。
1．収集
　資料の収集については近年あまり活発ではなく、共同研究や個人的なつながりなどを通して随時
小さな資料群の受け入れを行うことがある程度である。民具などで受け入れの要請があると聞くが、
残念ながらスペースの問題など受け入れ体制が十分に整っていないのが現況である。今後は資料収
集方針を明確にした上で、社会的な要請にも応えていく必要が求められるように思う。
2．保管・整理
　所蔵資料は学内のいくつかの施設に分散して保管されている。今年度は、このうち、中心となる
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3号館地下収蔵庫で、夏の猛暑の影響によ
り一時的に環境が悪化する事態があった。
大学側の迅速な対応ですぐに状況は改善さ
れたが、近年の気候変動により思わぬ事態
が生じうることを思い知らされた機会で
あった。また、資料整理については、共同
研究を通して筆写稿本に含まれる漁場図の
整理が進んでいるが、資料委員会では、常
民研運営資料のうち財団引継資料の整理・
デジタル化を進めている。
3．公開・展示
　近年は資料の公開・展示をめぐる活動が



33日本常民文化研究所年報 2018

資料委員会

■ 2018 年度 所蔵資料関連データ

［展示］
○「海洋都市横浜 うみ博」横浜港大さん橋ホール神奈川大学ブースにおいて和船模型 3点、中国船模型 1点を展
示　2018年 7月 21日・22日
○神奈川大学展示ホール神奈川大学日本常民文化研究所展示室において収蔵資料「小絵馬」を展示 

2018年 3月 28日～10月 4日
○神奈川大学展示ホール神奈川大学日本常民文化研究所展示室において収蔵資料「小さな和船模型」を展示 

2018年 10月 5日～2019年 3月 13日
○神奈川大学展示ホール企画展示室において企画展「和船・神奈川湊・横浜港」を展示　2019年 3月 26日～

［資料掲載］
○アチック写真 6点を、川崎市立日本民家園　2018『民家と暮らしの生きもの』（図録）に掲載

［資料貸出］
○アチック写真 6点を、川崎市立日本民家園　企画展示「民家の暮らしと生きもの」（2018年 7月 1日～11月 25
日）にてパネル展示
○アチックフィルム「塩鮑」、アチック写真 18点を、瀬戸内海歴史民俗資料館　瀬戸大橋開通 30周年関連企画
「瀬戸大橋架橋の島々の民俗写真展」（2018年 7月 7日～9月 2日）にて上映、およびパネル展示
○打瀬船模型 2点を、かすみがうら市歴史博物館　世界湖沼会議開催記念特別展「日本漁業史の中の帆引き船
　　―　霞ヶ浦漁業から殖産興業　―　」（2018年 9月 15日～10月 21日）にて展示
○土佐刃物 7点を、高知県立歴史民俗資料館　企画展「維新が変えた庶民の暮らし　―　絵馬や民具から読み解く高
知の近代　―　」（2018年 10月 6日～12月 9日）にて展示
○『男鹿寒風山麓農民手記』の男鹿ナマハゲ写真を、フジテレビ「Mr.サンデー」にて放映（2019年 1月 13日）
○アチックフィルム「昔時の運輸制度 伊那街道の中馬」を、横浜市歴史博物館　企画展「横浜の野を駆ける
　　―　古代東国の馬と牧　―　」（2019年 1月 30日～3月 21日）関連講座「近代・薄れゆく馬の記憶　―　家畜とし
ての馬はどこから来たのか　―　」にて上映（2019年 3月 10日）
○アチックフィルム「十嶋鴻爪」を、「Journeys in Japan」（NHK WORLD-JAPAN、NHK BS1、NHK WORLD-

JAPAN オンデマンド）にて放映（2019年 3月 26日・27日）
［出張］
○アミューズミュージアムへ視察　2018年 5月 10日　内田青蔵・昆政明・泉水英計・越智信也・加藤友子・窪田涼子
○衣生活関連資料に関する調査　2018年 10月 10日　TEM研究所　昆政明
○衣生活関連資料に関する調査　2019年 12月 18日　文化庁　内田青蔵・昆政明・窪田涼子　
○衣生活関連資料に関する調査　2019年 1月 18日 
青森県教育委員会、青森県立郷土館ほか　内田青蔵・昆政明・窪田涼子
○衣生活関連資料に関する調査　2019年 3月 4日～5日 
青森県教育委員会、青森県立郷土館ほか　内田青蔵・昆政明・佐野賢治・刈田均・窪田涼子

［所蔵資料整理に関する業務］
○日本常民文化研究所所蔵資料（運営資料、小絵馬、漁場図他）（通年）

［資料委員会会議日程］

日　　程

第 1 回 2018年 6 月 14日 第 4 回 2018年 10月 10日 第 7 回 2019年 1 月 9 日
第 2 回 2018年 7 月 12日 第 5 回 2018年 11月 14日 第 8 回 2019年 2 月 15日
第 3 回 2018年 9 月 12日 第 6 回 2018年 12月 12日 第 9 回 2019年 3 月 13日

増えつつある。今年度は、「海洋都市横浜 うみ博 2018」の神奈川大学ブースに和船模型・中国船
模型を出品したほか、神奈川大学展示ホール日本常民文化研究所展示室にて「小絵馬」「小さな和
船模型」の所蔵資料展示を開催した。2017年度から始まった小展示は今後も継続する予定である。
なお、これまで進めてきたデジタルアーカイブの運用は、図書館の所管となっており、現行のシス
テムの見直しも含め、検討中である。
　資料委員会の活動は随時持ち上がる問題に対処する面が大きく、今後は長期的な方針のもと計画
的に事業を進めていく必要があるだろう。


